
茨城県生活環境の保全等に関する条例による規制基準 

〇騒音についての規制基準 

時間の区分 

区域の区分 

午前８時から 

午後６時まで 

午前６時から午前８時まで 

午後６時から午後９時まで 

午後９時から 

翌日の午前６時まで 

第１種区域 ５０デシベル ４５デシベル ４０デシベル 

第２種区域 ５５デシベル ５０デシベル ４５デシベル 

第３種区域 ６５デシベル ６０デシベル ５０デシベル 

第４種区域 ７０デシベル ６５デシベル ５５デシベル 

第５種区域 ７５デシベル ７５デシベル ６５デシベル 

備考 

１ この表において「デシベル」とは、計量法別表第２に定める音圧レベルの計量単位をいう。 

２ 第１種区域、第２種区域、第３種区域、第４種区域及び第５種区域とは、それぞれ次に定め

る区域とする。 

(１) 第１種区域 都市計画法第８条第１項第１号（以下「都計法」という。）に規定する

「第１種低層住居専用地域」、「第２種低層住居専用地域」及び「田園住居地域」 

(２) 第２種区域 都計法に規定する「第１種中高層住居専用地域」、「第２種中高層住居専

用地域」、「第１種住居地域」、「第２種住居地域及び準住居地域」 

(３) 第３種区域 都計法に規定する「近隣商業地域」、「商業地域」、「準工業地域」及び

「用途地域の指定のない地域」 

(４) 第４種区域 都計法に規定する「工業地域」 

(５) 第５種区域 都計法に規定する「工業専用地域」 

３ 第５種区域についての規制基準は、第５種区域から他の区域に排出される場合にのみ適用さ

れるものとする。 

４ 騒音の測定は、計量法第71条の条件に合格した騒音計を用いて行うものとする。この場合に

おいて、周波数補正回路はA特性を、動特性は速い動特性(FAST)を用いることとする。 

５ 騒音の測定場所は、特定施設の設置してある工場等の敷地の境界線とする。 

６ 騒音の測定方法は、当分の間、日本産業規格Z8731に定める騒音レベルの測定方法によるも

のとし、騒音の大きさの決定は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 騒音計の指示値が変動せず、又は変動が少ない場合は、その指示値とする。 

(２) 騒音計の指示値が周期的又は間欠的に変動し、その指示値の最大値がおおむね一定の場

合は、その変動ごとの指示値の最大値の平均値とする。 

(３) 騒音計の指示値が不規則かつ大幅に変動する場合は、測定値の90パーセントレンジの上

端の数値とする。 

(４) 騒音計の指示値が周期的又は間欠的に変動し、その指示値の最大値が一定でない場合

は、その変動ごとの指示値の最大値の90パーセントレンジの上端の数値とする。 

７ 第２種区域、第３種区域、第４種区域内に所在する学校、保育所、病院、図書館、特別養護老

人ホーム、幼保連携型認定こども園の敷地の周囲５０メートルの区域内における規制基準値は、

５デシベルを減じた値とする。 



 

〇振動についての規制基準 

人に不快感を与える等によりその生活を妨げ、又は物に被害を与えることがないと認めら

れる程度の振動の大きさ 

 


